
【教育目標】～未来に向かってたくましく生きる子どもの育成～

1 水 年度始休業～４月７日

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月 安心メール配信日

7 火
新１年生担任発表　新６年生前日登校
特別支援学級保護者説明会（１５時より）

8 水 着任式　始業式　入学式 ショート時程

9 木
交通安全現地指導・１年下校指導
知能検査２・５年　ALT

10 金
交通安全現地指導・１年下校指導
ショート時程　避難訓練（経路確認）

11 土

12 日 開校記念日

13 月
ショート時程　交通安全現地指導・１年下校指導
発育測定４～６年　歩こうWeeks　PTA役員会

14 火 朝会　　発育測定１～３年　ALT　1年生給食開始

15 水 ショート時程

16 木 朝の読み聞かせ1年　ALT

17 金 ショート時程　歯科検診（全学年）

18 土

19 日 3時間授業　全校参観日　PTA総会　学年懇談会

20 月 振替休業日

21 火 交通安全教室　児童委員会　ALT　自主学習指導週間

22 水 ショート時程　リンク枠板撤去作業

23 木
全国学力・学習状況調査6年（国算）4時間授業　ALT
玄関先訪問・個人面談①　朝の読み聞かせ1年　諸費納入開始

24 金
ショート時程　自主学習指導2～6年
玄関先訪問・個人面談②　4時間授業

25 土

26 日

27 月
ショート時程　全国学力・学習状況調査6年（児童質問紙）
玄関先訪問・個人面談③　４時間授業

28 火 ４時間授業　玄関先訪問・個人面談④　総合避難訓練（火災）

29 水 昭和の日

30 木
４時間授業　玄関先訪問・個人面談⑤　朝の読み聞かせ（１年）
ALT　リンク枠板撤去予備日　諸日納入日

校　長　　片　貝　卓　也

※行事は予定です。今後の状況により変更することもあります。
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「積み重ねた「小さな一歩」を、次への勇気に」

雪解けが進み、春の光が心地よい季節となりました。去る３月19日には

28名の卒業生が巣立ち、本日、在校生も無事に修了の日を迎えました。こ

の一年間、本校を温かく支えてくださった保護者・地域の皆様に、心より

感謝申し上げます。

1. 小さな一歩の自覚

さて、卒業・進級する皆さん、この一年はどんな時間でしたか。思い通

りにいかず、悩んだ日もあったかもしれません。しかし、そのたびに考え、

工夫し、一歩ずつ前へ進もうとした「過程」そのものが、今の皆さんの確

かな力となっています。

私自身、皆さんとの関わりの中で学んだことがあります。それは、皆さ

んの「成長」を、目に見える具体的な「行動」として捉える大切さです。

「届く声で挨拶ができた」「閉まりきっていなかった教室の戸に気づき、

丁寧に閉めていた」、「職員室に来て三度九九に挑戦できた」……。そん

な「見えたこと・聞こえたこと・数えられること」の一つひとつに視点を

向けると、皆さんがいかに多くの「できた」を積み重ねてきたかがよく分

かります。大きな目標を細かく分け、目の前の小さな行動を一つずつ積み

上げてきたその歩みは、誰にも真似できない皆さん自身の「宝物」です。

本日、担任から一人ひとりに通知表をお渡ししました。そこに記された

内容は、学校生活のごく一部ではありますが、私たちが皆さんの歩みを

しっかり見守ってきた証でもあります。ご家庭でも、お子様の「小さな一

歩」を共に喜び、自信を深めるきっかけとしていただければ幸いです。ど

うぞ、胸を張って新しい学年の扉を叩いてください。

2. つながりの中で広がる「見方・考え方」

子どもたちが勇気をもって踏み出した一歩は、ご家庭の温かな励ましと、

地域の皆様の多大なる支えがあってこそ成し遂げられたものです。

今年度、私が大切だと感じたことの一つが「つながり・関わり」です。

私自身、子どもたちとの関わりを通して、大人としての接し方を深く考え

させられました。子どもを「ほめる」とき、単に結果を評価するだけでな

く、「見ていたよ」という関心を示し、「助かったよ」と感謝を伝え、

「あなたならできる」と励ます。こうした「あなたの行動をしっかり注目

しているよ」というメッセージを伝え続けることが、子どもたちの安心感

と勇気に繋がることを実感しました。

例えば、長ホ大会や下の句かるた大会への参加や６年生の今帰仁村と

の交流では、相手を冷静に観察し、尊重する大切さに気づく姿が見られ

ました。

地域ボランティアや「ちょボラ」で関わってくださった皆様からは、

支えていただいている安心感を知ることができました。

校内での他学年との関わりからは、活動を共にする中で、「自分たち

にもできることがある」「誰かの役に立てる」という貢献の喜びに目覚

めていく様子も頼もしく感じました。

3. デジタル社会で自分と仲間を「守る力」

一方で、明日からの春休みを前に、ＳＮＳやオンラインゲームについ

ても、今一度ご家庭での見守りと対話をお願いしたく存じます。ＰＴＡ

委員総会でも話題となりましたが、大人が一方的に押しつけたり、任せ

きりにするのではなく、対話を通して、お子様自身が納得し、自分の行

動を選択していくことが重要です。「どんなことをしているのか」「誰

とつながっているのか」「どんなやりとりをしているのか」を大人が把

握し、常に話し合える関係でありたいものです。

画面越しのやり取りでは、相手の表情が見えない分、何気ない一言が

思いがけず相手を傷つけてしまうことがあります。また、情報の取り扱

いには細心の注意が必要です。「この言葉を投げかけたら相手はどう思

うか」「この情報を発信して良いのか」と一歩立ち止まって考える「想

像力」を育むことが、自分と大切な仲間を守ることへと繋がります。

明日からはいよいよ春休みです。新学期、新しい環境や一つ上の学年

へと進んだ子どもたちの、さらに輝く笑顔に会えることを楽しみにして

おります。一年間、本当にありがとうございました。


